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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は主に印刷媒体を対象としているが，映像と印刷媒体の相互作用についても扱っている。そのため
の内容分析は，メディアが実践する役割についての幅広い見識を得るための価値ある材料を提供している。
また米国における情報の受け手の態度と紛争地域に住む人々の態度の比較についても方法論的に吟味し，考
察している。本研究の調査の一部は，2002 年にべイルート（レバノン）で実施されたものであり，その結
果の詳細も示している。その上で，米国市民の態度の測定結果と対置させている。
　本論文の結論として示されるのは，言説の操作と制御が，自らが受け入れたくない，ないし受け入れ難い
情報，あるいは自己の犯罪化を示す情報を，ときに公の論議から遠ざけているということである。米国にお
ける政治とメディアの言説空間においては，パレスチナ人の苦難という意味構造が存立することが滅多にな
い。著者はさらに，イスラエル人によるパレスチナ人の人権侵害や甚大なる身体への危害は，多くは公に示
されないものの，戦争犯罪の性質と範囲を示している点を論じている。
　本研究は，政治学，メディア研究，そしてカルチュラル・スタディーズの見地を統合しているという点で，
独創性が認められる。複雑な事象を分析する上で，複数の専門分野を横断することの強みを示すことに成功
している。詳細な点にまで調査が行き届いており，綿密さと慎重さを併せ持った分析を展開した点で説得力
を持つ。同時に，本研究は，公共メディアのなかで伝達，交換されるイメージに着目し，それが政策形成過
程へ与える影響を中心に議論を展開したことにより，中東政治研究に大きく貢献している。具体的な事象を
102
もとに，政治要因としてのバイアスの意味を浮き彫りにし，そのバイアスが作用する際の相反する文化的諸
条件を明らかにしており，パーセプションやイメージが政治アクター間で構築，再構築されていく過程の検
討を，構成主義的な視点から行なっている点も評価できる。
　よって，著者は博士（国際政治経済学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
